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ー ビ ピ ド OFILE 
水城 正太 郎 し 。。2。 


「 東 京 タ ブロ イド 」 シ リー ズ (富士 見 ミス テリ ーー 文庫) 、「『 せ ん すい か ん 」 シリ ー 
ズ (HJ 文 庫 ) 。 

「 ホ ビー・ デ ー タ 」 を 経て 、 現 在 ライ ター 集団 「A-TEAM」 主催 。 

体調 に より あま り 動 け な い の で 、 下 ら な い 映 画 ば か り 見 て いま す 。「 人 間 ミ ンチ 」 
は 本 気 で 下らない の で 、 そ っ ち 系 の マニ ア 以 外 に は お 勧め し ませ ん 。 ホ ント ひど い 
ん だ よ 。 


伊藤 宗 一 . っ 。: 

フ 2) ヾ いと うそ うい ち 

兵庫 県 在住 の イラ ス トレ ー タ ー 兼 漫画 家 。 

一 般 向け か ら 成 年 向け まで 幅広 く 活動 中 。 

好物 は 、 熱 血 ・ 筋 肉 ・ 萌 え ・ エ ロ ・ 爺 。 

ぐ ご 一 言 > 

物語 は いよ いよ 佳境 に 入っ て 盛り 上 が っ て 来 ま し た 。 

オリ ジ ナ ル 展 開 有 り の コミ ックス 版 「 い ちば ん うし ろ の 大 魔王 | も 負け ず に 頑張 り 
ます 。 よ ろ し く お 願 いい た し ます 。 
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